
創作万葉能・間狂⾔「梅花 宴」 �
                     令和四年正⽉⼗三⽇ 有⽥百代              �

天平⼆年正⽉⼗三⽇。�
⼤宰府、⼤伴旅⼈邸 梅花 宴 催 。�

1290年後・・・令和⼆年 時節。�
疫病 、不穏 空気 連 。�

梅花 宴 宴席 、未 催 。�

前 正⽉ 、�
家族揃 実家 帰 、 親戚 集 花咲 �
久々 会 学⽣時代 恩師、友⼈ 酒 飲 �
腹 抱 笑 語 、楽 時間 過 。�

楽 ⽇々 戻 、�
故郷 冷 冬 ⾹ 、⽬⼀杯吸 込 �
⼼ 体 ⽬覚 、 。�

 少  ⼼    ⼿  万葉集�

時 効 、 巻五・正⽉⼗三⽇『梅花 宴』 。�
読 進 、故郷 懐 歌 出逢 。�
〜梅 花折挿頭 諸⼈ 遊 ⾒ 都 思  ⼟師⽒御道〜�

宴 世界 ⼼ 委 、気持 慰 �
万葉⼈ 気持 、1300年近 経 体感 、�
⼼ 重 、嬉 。�

、�
約1300年 京都 住 ⼈間 、�
元気 与 、露知 ⼤宰府 ⼤伴邸 集 ⼈々。�

苦⼿ 。�
、宴 楽 進 。�
、�

酒 ⼊ 宴席 、 思 通 ……�



創作＜万葉能・間狂⾔＞  「梅花 宴」  �
▷⼤伴旅⼈�
▷⼭上憶良�
▷⼤伴百代�
▷娘⼦児島�
▷亡 ⼤伴郎⼥�
  他�
天平⼆年正⽉⼗三⽇ 、帥 ⽼ 宅 集 、宴会 申 。�
時 、初春 令⽉ 、気淑 ⾵和 、梅 鏡前 粉 披 、蘭 佩後 ⾹ �
薫 。加之、曙 嶺 雲移 、松 羅 掛 蓋 傾 、⼣ 岫 霧結 、⿃ �

封 林 迷 。庭 新蝶舞 、空 故雁帰 。�
天 蓋 、地 座 、膝 促 ⾶ 。�

⾔ ⼀室 裏 忘 、衿 煙霞 外 開 。淡然 ⾃ 放 、快然 ⾃ ⾜ 。�
若 苑 、何 以 情 。�
詩 楽梅 紀 。古 今 何 異 。宜 園 梅 賦 聊 �
短詠 成 。�

     今宵 淑 夜 。�
     ⼼地 淑 ⾵、漂 梅 ⾹ 。�
     集 仲間 、⼼淑 ⽅ 。�

     今宵 、主⼈⼤伴旅⼈ 催 宴席 �
     出席 多 客⼈ 、�
      九州 ⼤宰府 妻 亡 、塞 様⼦ 旅⼈ �
     少 明 気 送 慰 ・・ �
     ⼼ 配 。�
     旅⼈ 従⼈・⼤伴百代 関 尚更 想 。�
 �
      、 。�

     酒 ⼊ 宴会 、思 段取 ・・・・�

       �



旅⼈ 動向 逐⼀⽬ 追 奔⾛ 、⼼ 寄 従⼈、⼤伴百代。�

、顔⾚ 、出来上 様⼦ ⼭上憶良。�

百代「憶良 、 、 様 酒 酔 、 珍 。」�
   �
憶良「今宵 。酒 仕⽅ 。�
   可愛 梅 花 誘 、断 」    �

百代「 。�
   今宵 旅⼈ 元気 宴。憶良 頼 。�
   後 ・・ ・・」�

憶良「 、 、百代殿 楽 」�

皆 集 、今⽇ 気分明 。今宵 宴 主⼈、⼤伴旅⼈。�
客⼈ 「⾒事 梅 ⽬ 前 歌 作 」 声 。�

『時 新春 好 ⽉、空気美 ⾵ 、梅 美⼥ 鏡 前 �
装 ⽩粉 ⽩ 咲 、蘭 ⾝ 飾 ⾹ ⾹ 。�

明 ⽅ ⼭頂 雲 動 、松 薄絹 雲 �
傾 ⾵情 ⽰ 、⼭ 霧 、⿃ 薄 霧 込 �
林 迷 鳴 。庭 新 蝶 姿 ⾒ 、空 年 雁 ⾶ 去

。 天 、地 座 、⼈々 膝 近 �
杯 酌 交 。 ⼀座 ⾔葉 合 必要 睦、⼤⾃然 向

胸襟 開 。淡々 ⼼ 赴 振 舞 、�
快 満 ⾜ 。 ⼼中 、筆 、 �
⾔ 現 。中国 多 楽梅 詩篇 。古今異 、�

庭 梅 、 歌 作 。』�



旅⼈「 ⼀等、頼 ⼤弍紀卿」�
 �
  「正⽉⽴ 春 来 梅 招 楽 経 」�

旅⼈「 。 幸先 歌。今⽇ 宴 気 淑 歌 �
   続 ⼩野殿、粟⽥殿。満開 梅 、 詠 」�

  「梅 花今咲 如散 過 家 園 」�

  「梅 花咲 園 ⻘柳 蔓 成 」�

旅⼈「 、 歌 。�
   酒 、 酔 。 憶良殿。�
    出番 、 頼 」�

百代「 、憶良 。出番 。�
    優 ⼼持 、 歌 」�
   �

憶良 激励 百代。�

……何故。�
憶良 ⾼ 歌 歌 ・・・�

  「春 咲 宿 梅 花独 ⾒ 春⽇暮 」�

旧知 仲、旅⼈ ⼼情 寄 添 思 、酔 ⼿伝 �
憶良 、妻想 歌 披露 。�

慌 百代 ⼩声 憶良 嗜 。�



百代「憶良様、憶良様、�
   今宵 宴席 主旨 、少 外 。�
   今宵 、皆 明 明 。�
   旅⼈ 元気 、 明 �
   話 。気淑 、気淑 ・・・・」�

憶良�

  「愛 慕 来 妹 情 術 」�

百代「 何故 、憶良 。�
  旅⼈ 、悲 気持 思 出 」�

  �
先 機嫌 酒 飲 、皆 歌 酔 旅⼈ 顔 �
途端 。�

旅⼈「 園 梅 花散 天 雪 流 ……」�

百代「 旅⼈ 。�
    寂 顔 。�
   梅 花散 、 話 。�
   ⽬ 前 満開 咲 誇 、 ⽩梅 。�
    様 ⾒ 。�
  〜梅 花散 何処 城 ⼭ 雪 降 〜」�

不穏 空気 読 、少典⼭⽒若麿。 歌 詠 場 繋 。�
   「春 ⽊末隠 鶯 鳴 去 梅 下枝 」�



旅⼈「我 愛 妻 、 満開 梅 向 隠 ⾔ 。�
    会 。�
   妻 春 早 去 、 梅 花 全 散 。�
    、愛 妻 姿 ⾒ 。」�
   �
旅⼈ ⼀気 酒 煽 始 。�

百代 「 、 ……」�

⾒ 。 百代 庭 ⽬ 、今宵 宴席 呼 �
娘⼦児島 姿 、百代 ⽬ ⽌ 。�

   �
百代「・・・・・・・ 、、 ⽅。 。�
   少 。�
    、 私 話 少 聞 。」�

   �
困 顔 百代 話 、穏 ⾯持 静 聴 ⼊ 児島。�
急 早⼝ 話 百代 、落 着 取 戻 。�

百代「 、児島殿。 ⽩梅 、 舞 ⾒ 。�
   旅⼈ 、 喜 。」�
   �

児島「私 舞 場 持 、�
    遣 。」�

       ＜〜娘⼦児島  ⽩梅 舞〜＞�



児島 舞 途端、客⼈ 引 寄 姿 ⾒⼊ 。�

薬師⾼⽒義通 感嘆 声 。�
〜春 逢 思 梅 花今⽇ 遊 ⾒ 〜�

薬師張⽒福⼦ 同 声 。�
 「〜梅 花咲 散 桜花継 咲 〜�
    。 美 ⽅ 。�
   旅⼈ 、�
   梅 花散 、次 桜 咲 。�
   春 、 」�

百代「張⽒福⼦殿 、誠 。�
   旅⼈ 、梅 花 散 、次 桜 続 。�
   旅⼈ 、同 。�
    、 気 落 。前 向 」�

百代 声 ⽿ ⼊ 様⼦ 旅⼈。顔上 、弱々 歌 詠 。�

旅⼈「 盛 降 雲 ⾶ 薬 変若 」�
  「雲 ⾶ 薬 都⾒ 吾 ⾝ 変若 」�

百代「旅⼈ 、 。�
   仙薬 飲 、 様 ⽴派 丈夫。�
    愛 梅 花浮 酒 ⼀緒 飲 。�
    、 ⼼ 」�

間 �
美 児島 舞 、 場 優 包 込 。�
客⼈ 、⼝々 感動 述 。�



 「何 美 。�
   優 舞 。」�
  �

〜春 宜 咲 梅 花君 思 夜眠 寝 〜�

〜霞⽴ 春⽇ 挿頭 懐 梅 花 〜�

美 児島 舞 望郷 想 募 ⼈々 現 。�
涙 浮 。�

「 、都 梅 今 。 」�
〜梅 花折 挿頭 諸⼈ 遊 ⾒ 都 思 」�

、 梅 花 ⼀枚、�
誘 旅⼈ 盃 舞 込 。�

、 �
散 梅 花 求 、庭 彷徨 旅⼈…�

〜春柳鬘 折 梅 花誰 浮 酒杯 上 〜�
〜梅 花夢 語 ⾵流 花 我思 酒 浮 〜�



＜中⼊り＞�

 �
 ふと、⾒ると �
 亡くなったはずの妻が⽩梅を⾒つめ、佇んでいる。�

旅⼈「郎⼥よ。そなた、なぜそこに……」�

郎⼥「ずっとずっと、ここにおりましたよ。」�
 �
 �
旅⼈「そうかそうか、全ては夢であったのか。�
   覚めてくれたか。まったく忌まわしい夢を⾒たことよ。�
   なあ、郎⼥よ。ゆっくり話そうぞ。」�

郎⼥「ええええ。こんなにも淑き⽇に咲いた⽩梅。�
   今年も貴⽅様と⾒ることができ、⼤変嬉しゅうございます。�
   覚えておられますか、�
   ⼆⼈で作った都の家の⼭斎。�
   今頃は、あちらの梅も蕾膨らんだ頃でしょうか。�
   ここ⼤宰府で、貴⽅様と並んで、�
   こんなにも愛らしい梅の花を愛でるなど、なんと幸せなこと。   �
   このままこの幸せをと、願っておりました。�

   それなのに、私は�
   貴⽅様を置いていってしまいました。�
   随分とお可哀想な事をしてしまいました。」�
  �

旅⼈「何を⾔っておる、郎⼥よ。�
   そなたは、ここにおる。�
    離 間 私 、随分 弱 ⼈間 。�
   私を、置いていくなどいうな。」�



 郎⼥「貴⽅様 、決 、 。�
     宴席 楽 。�
     、 仲間 囲 �
    貴⽅様 本当 幸 ⽅ 。�
     仲間、 ⼤事 。�

     、 。�
    私 約束 、�
     季節⽩梅 ⾒ 時 、私 思 出 。�
     時 、必 私 。」�

 旅⼈「何 ⾔ 、郎⼥ 。 理解 。」�

           �
  時。�
 強 ⾵ 吹 、満開 梅 枝 揺 。�
 舞 散 ⽩梅 花 向 、妻 消 。�

〜残 雪 梅 花早 散 雪 消 〜�

 涙浮 、呆然 旅⼈ 、�
 百代 児島 静 ⾒守 。    �



＜関連 歌⼀覧＞�

『梅花 歌三⼗⼆⾸併 序』�

天平⼆年正⽉⼗三⽇ 、帥 ⽼ 宅 集 、宴会 申 。�
時 、初春 令⽉ 、気淑 ⾵和 、梅 鏡前 粉 披 、蘭 佩後 ⾹ �
薫 。加之、曙 嶺 雲移 、松 羅 掛 蓋 傾 、⼣ 岫 霧結 、⿃ �

封 林 迷 。庭 新蝶舞 、空 故雁帰 。�
天 蓋 、地 座 、膝 促 ⾶ 。�

⾔ ⼀室 裏 忘 、衿 煙霞 外 開 。淡然 ⾃ 放 、快然 ⾃ ⾜ 。�
若 苑 、何 以 情 。�
詩 楽梅 紀 。古 今 何 異 。宜 園 梅 賦 聊 �
短詠 成 。�

天平⼆年正⽉⼗三⽇ 、⻑官 旅⼈宅 集 宴会 開 。�
時 新春 好 ⽉、空気美 ⾵ 、梅 美⼥ 鏡 前 �
装 ⽩粉 ⽩ 咲 、蘭 ⾝ 飾 ⾹ ⾹ 。�

明 ⽅ ⼭頂 雲 動 、松 薄絹 雲 �
傾 ⾵情 ⽰ 、⼭ 霧 、⿃ 薄 霧 込 �
林 迷 鳴 。庭 新 蝶 姿 ⾒ 、空 年 雁 ⾶ 去

。 天 、地 座 、⼈々 膝 近 �
杯 酌 交 。 ⼀座 ⾔葉 合 必要 睦、⼤⾃然 向

胸襟 開 。淡々 ⼼ 赴 振 舞 、�
快 満 ⾜ 。 ⼼中 、筆 、 �
⾔ 現 。中国 多 楽梅 詩篇 。古今異 、�

庭 梅 、 歌 作 。�

      �
   �



巻5・815��⼤弍紀 卿 �
「正⽉⽴ 春 来 梅 招 楽 経 」�
 正⽉ 新春 、 ⽇ 梅 寿 招 �
 楽 ⽇ 尽 。�

 816�� 少弍⼩野⼤夫�
「梅 花今咲 如散 過 家 園 」�
梅 花 今咲 、散 過 我 家 庭 咲 続 �

。�

 817���少弍粟⽥⼤夫�
「梅 花咲 園 ⻘柳 蔓 成 」�
梅 花咲 庭 、⻘柳 鬘 程 。�

 818��� 筑前 守 ⼭上 ⼤夫���
「春 咲 宿 梅 花独 ⾒ 春⽇暮 」�
春 最初 咲 我 家 梅 花、私 ⾒ ⼀⽇ �
過 。。�

 819�� 豊後 守 ⼤伴⼤夫（名未詳）�
「世 中 恋繁 梅 花 」�
世 中 恋 苦 多 。 梅 花 �

。�



 820��� 筑後 守  葛井⼤夫�
「梅 花今盛 思 挿頭 今盛 」�
梅 花 今 盛 。親 ⼈々 皆髪 挿 。今 盛 。�

 821���笠沙弥�
「⻘柳梅 花 折 飲 後 散 」�
⻘柳 折 、梅花 酒 飲 。 後 散 �

。�

822���主⼈（⼤伴旅⼈）�
「 園 梅 花散 天 雪 流 」�
庭 梅 花 散 。天涯 果 雪 流 来 。�

823���⼤藍伴⽒百代�
「梅 花散 何処 城 ⼭ 雪 降 」�
落梅 何処 。 城 ⼭ 雪 降 続 。�

824���少藍阿⽒奥島�
「梅 花散 惜 我 園 ⽵ 林 鶯鳴 」�
梅 花 散 惜 、 庭 ⽵林 鶯 鳴 。�

825���少藍⼟⽒百村�
「梅 花咲 園 ⻘柳 （⽷）蔓 遊 暮 」�
梅 花 美 庭 、⻘柳 蔓 、⼀⽇ 遊 暮 。�



826���⼤典史⽒⼤原�
「 靡 春 柳 宿 梅 花 如何 分 」�
霞 春 美 芽吹 柳 、 庭 咲 誇 梅 花 、�

区別 。�

827���少典⼭⽒若麿�
「春 ⽊末隠 鶯 鳴 去 梅 下枝 」�
春 梅 梢 姿 隠 、鶯 、鳴 移 下枝 ⽅
。�

828���⼤判事丹⽒麿�
「⼈毎 折 挿頭 遊 愛 梅 花 」�
誰 誰 折 遊 、 愛 梅 花 。�

829�� 薬師張 ⽒福⼦�
「梅 花咲 散 桜花継 咲 」�
梅 花 咲 散 、桜 花 続 咲 �

。�

830��筑前介佐⽒⼦⾳�
「万代 年 来経 梅 花絶 咲 渡 」�
万年 後 年 来 、梅 花 絶 �
咲 続 。�



831��壱岐守 板⽒安麿�
「春 宜 咲 梅 花君 思 夜眠 寝 」�
春 咲 梅 花 。 思 夜 �
寝 。�

832�� 神司荒⽒稲布�
「梅 花折 諸⼈ 今⽇ 間 楽 」�
梅 花 遊 ⼈々 、 今⽇⼀⽇ 楽 。�

833� ⼤令史野⽒ 宿奈⿇呂�
「毎年 春 来 梅 挿頭 楽 飲 」�
年 春 来 、 、梅 �
楽 酒 �

834� 少 令史⽥⽒肥⼈�
「梅 花今盛 百⿃ 声 恋 春来 」�
梅 花 今 盛 咲 。⿃々 声 恋 春 、 。�

835薬師⾼⽒義通�
「春 逢 思 梅 花今⽇ 遊 ⾒ 」�
春 逢 思 梅 花 。今⽇ 宴 出会 。�

836陰陽師礒⽒法麿�
「梅 花⼿折 挿頭 遊 飽 ⾜ ⽇ 今⽇ 」�
梅 花 ⼿折 、 遊 、 飽 ⽇ 、�
今⽇ 。�



837笇師志⽒⼤道�
「春 野 鳴 鶯懐 家 園 梅 花咲 」�
春 野 鳴 、 鶯 呼 寄 、 家 庭 梅 花 咲 �

838 ⼤隅 ⽬ 榎⽒鉢麿�
梅 花散 乱 岡傍 鶯鳴 春 設 �
梅 花 散 乱 岡 、鶯 鳴 。春 気配濃 。�

839筑前⽬⽥⽒真上�
春 野 霧 ⽴ 渡 降 雪 ⼈ ⾒ 梅 花散 �
春 野 ⼀⾯ 曇 降 雪 ⼈ ⾒ 、梅 花 散 。�

840壱岐⽬村⽒彼⽅�
春柳（⽷）蔓 折 梅 花誰 浮 酒杯 上 �
春 柳 蔓 折 。梅 花 誰 浮 。�
酒盃 上 ・・・。�

841対⾺⽬⾼⽒⽼�
鶯 声聞 梅 花吾家 園 咲 散 ⾒ �
鶯 声 聞 連 、梅 花 我 家 庭 咲 散 ⾒ 。�

842薩摩⽬⾼⽒海⼈�
宿 梅 下枝 遊 鶯鳴 散 惜 �
家 梅 下枝 、 鶯 泣 。上枝（ ） 鳴 �

花 散 惜 。�

http://www.apple.com/jp


843⼟師⽒御道�
梅 花折 挿頭 諸⼈ 遊 ⾒ 都 思 �
梅 花 折 ⼈々 集 遊 ⾒ 、都 思 出
。�

844⼩野⽒国堅�
妹 家 雪 降 ⾒ 乱 梅 花 �
恋 ⼈ 家 雪 降 思 、⼀⾯ 散 乱 梅 花 �

845筑前象（※ 象） ⾨ ⽒⽯⾜�
鶯 待 梅 花散 思 ⼦ �
鶯 開花 待 梅 花 、 散 。�
恋慕 ⼦ �

846⼩野⽒淡理�
霞⽴ ⻑ 春⽇ 挿頭 懐 梅 花 �
霞 春 ⻑ ⼀⽇ 、 、 ⼼ 梅 花 �

員外故郷 思 歌両⾸�

847�（作者 旅⼈ ）�
盛 降 雲 ⾶ 薬 変若 �

我 盛 年 衰 。雲 上 ⾶ 仙薬 飲 �
若返 。�



848�（作者 旅⼈ ）�
雲 ⾶ 薬 都⾒ 吾 ⾝ 変若 �
雲 中 ⾶ 仙薬 飲 、⼀⽬ 都 ⾒ 、賤 我 ⾝ �
若返 違 。�

後 追 梅 歌 和 四⾸（作者 旅⼈ ）�

849�
残 雪 梅 花早 散 雪 消 �
残雪 咲 梅 花 、早々 散 、雪 消 �

850�
雪 ⾊ 奪 咲 梅 花今盛 ⾒ ⼈ �
春 ⽩ 奪 咲 梅 花 今 盛 。⾒ ⼈ 。�

851�
我 宿 盛 咲 梅 花散 ⾒ ⼈ �
我 家 盛 咲 梅 花 、今 散 。⾒ ⼈
。�

852�
梅 花夢 語 ⾵流 花 我思 酒 浮 �
梅 花 夢 語 、⾵流 花 私 思 、 酒 浮 、
。�
「⼀ 云 、 我 散 酒 浮 」�
「⼀ 云 、空 私 散 。酒 浮 、 。」�
※作者別案�

796⼭上憶良 �
愛 慕 来 妹 情 術 �
愛 、 慕 妻 ⼼ 思 、 �






